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「
上
田
貞
次
郎
日
記
」
は
前
回
発
行
の
大
正
八
年
ー
昭
和
十
五
年
に
つ
い
で
、
年
代
的
に
は
遡
つ
て
明
治
三
十
八
年
ー
大
正

七
年
の
十
四
力
年
を
刊
行
す
る
こ
と
と
な
つ
た
。
本
編
は
和
文
は
八
百
枚
（
四
百
字
）
で
前
回
同
様
だ
が
、
英
独
文
が
タ
イ
プ

に
し
て
三
五
〇
枚
あ
る
の
で
、
前
回
分
よ
り
部
厚
な
も
の
と
な
つ
た
。
本
編
の
内
容
を
摘
記
す
れ
ぽ
次
の
通
り
で
あ
る
。

　
一
、
明
治
三
十
八
年
一
ー
十
月
は
番
号
順
に
書
か
れ
て
い
る
が
、
大
体
に
お
い
て
内
容
は
日
記
な
の
で
、
原
文
の
並
列
に
し

た
が
つ
た
。
十
月
以
後
の
渡
欧
日
記
は
大
半
が
英
文
だ
が
こ
れ
も
ま
た
原
文
の
順
序
の
通
り
と
し
た
。
ま
た
、
こ
こ
に
「
商
事

経
営
学
に
関
す
る
意
見
」
を
収
録
し
た
。

　
二
、
明
治
三
十
九
年
の
英
国
滞
在
日
記
は
大
部
分
英
文
の
日
記
と
大
部
分
和
文
で
書
か
れ
た
八
十
九
項
目
の
断
片
小
論
に
わ

か
れ
て
お
り
、
後
者
は
所
謂
日
記
と
は
異
り
、
そ
れ
自
身
一
編
の
論
集
と
し
て
も
お
か
し
く
な
い
内
容
な
の
で
読
者
の
便
宜
の

た
め
に
日
記
と
断
片
を
分
け
て
後
者
を
日
記
の
あ
と
に
番
号
順
に
編
輯
し
た
。

　
三
、
明
治
四
十
年
は
前
半
が
英
国
滞
在
で
、
三
十
九
年
同
様
、
日
記
と
断
片
小
論
に
わ
か
れ
て
い
る
の
で
、
断
片
四
十
七
項

目
は
日
記
の
あ
と
に
配
列
し
た
。
四
十
年
後
半
は
独
逸
滞
在
で
日
記
の
様
式
は
前
半
と
は
か
わ
つ
て
殆
ん
ど
毎
日
独
文
又
は
和

文
で
書
い
て
お
り
、
小
論
的
な
要
素
も
日
記
の
中
に
入
つ
て
い
る
。
独
文
は
ド
イ
ツ
語
の
勉
強
の
た
め
の
も
の
だ
が
、
原
文
の

ま
ま
収
録
し
た
。

　
四
、
明
治
四
十
一
年
は
八
月
初
迄
独
逸
に
滞
在
し
、
そ
の
後
パ
リ
、
ロ
ン
ド
ン
を
経
て
ア
メ
リ
カ
に
渡
つ
た
。
日
記
は
七
月

中
旬
ま
で
は
和
独
両
文
で
、
七
月
下
旬
ー
十
月
は
英
文
が
多
く
、
残
り
の
部
分
は
和
文
で
あ
る
。
ア
メ
リ
カ
で
は
ニ
ヵ
月
間
殆

ん
ど
旅
行
に
費
さ
れ
、
四
十
二
年
一
月
に
帰
国
し
て
い
る
。
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五
、
明
治
四
十
二
年
帰
国
後
四
十
四
年
ま
で
は
日
記
を
つ
け
て
お
ら
ず
、
四
十
四
年
に
な
つ
て
か
ら
大
体
の
回
顧
を
記
し
て

い
る
。
た
だ
し
こ
の
期
間
は
学
者
、
教
師
と
し
て
講
義
、
講
演
、
論
文
の
執
筆
も
多
く
、
学
内
外
の
事
件
に
も
奔
走
し
、
ま
た

私
的
に
結
婚
生
活
に
入
つ
た
な
ど
公
私
と
も
多
事
だ
つ
た
こ
と
は
推
察
で
き
る
が
、
そ
の
詳
細
は
記
録
さ
れ
て
い
な
い
。
明
治

四
十
二
年
に
「
欧
米
漫
遊
所
感
」
を
収
録
し
た
。

　
六
、
大
正
元
年
か
ら
再
び
日
記
を
つ
け
た
。

　
七
、
大
正
二
年
九
月
か
ら
三
年
十
二
月
ま
で
は
第
二
回
の
留
学
で
、
徳
川
頼
貞
氏
の
後
見
役
と
し
て
英
国
に
渡
り
、
第
一
次
欧

洲
大
戦
の
勃
発
に
よ
つ
て
急
ぎ
帰
国
し
た
。
こ
の
間
の
日
記
も
大
部
分
英
文
で
書
か
れ
て
い
る
。
ま
た
、
当
時
の
記
録
を
残
す
た

め
に
英
字
新
聞
の
切
抜
が
相
当
あ
る
が
、
こ
れ
ら
を
収
録
す
る
こ
と
は
ス
ペ
ー
ス
が
許
さ
な
い
の
で
、
見
出
し
だ
け
掲
載
し
た
。

　
八
、
大
正
四
年
に
は
O
皆
H
o
険
自
Φ
（
対
話
）
を
収
録
し
た
。
こ
の
文
章
は
滞
英
中
に
計
画
さ
れ
、
帰
国
後
書
か
れ
た
こ
と
が
日

記
中
の
記
事
に
よ
つ
て
わ
か
る
が
、
ノ
ー
ト
が
二
冊
あ
り
、
第
一
冊
に
は
第
二
章
ま
で
書
か
れ
て
お
り
、
第
二
冊
の
改
訂
分
は

第
一
章
の
書
直
し
だ
げ
で
終
つ
て
い
る
。
し
た
が
つ
て
、
本
輯
に
は
改
訂
さ
れ
た
第
一
章
に
続
け
て
第
一
冊
の
第
二
章
を
つ
ぎ

足
し
た
。

　
九
、
大
正
四
年
以
降
七
年
ま
で
の
四
年
間
は
全
部
和
文
で
あ
り
、
記
述
に
つ
い
て
の
濃
淡
は
別
と
し
て
後
年
の
目
記
形
式
と

な
つ
て
い
る
。
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明
治
三
十
八
年
、
わ
が
国
は
日
露
戦
争
に
勝
つ
て
欧
洲
中
心
の
世
界
に
対
し
て
東
洋
新
興
国
の
実
力
を
示
威
し
て
昇
天
の
勢

に
あ
つ
た
。
少
く
も
当
時
の
青
年
は
意
気
盛
ん
で
あ
り
、
こ
の
よ
う
な
環
境
の
中
に
父
は
文
部
省
留
学
生
と
し
て
英
国
に
渡
つ

た
。
そ
し
て
三
力
年
の
留
学
中
若
さ
と
特
典
に
ま
か
せ
て
よ
く
学
び
、
よ
く
遊
ん
だ
。
と
く
隻
9
0
半
の
英
国
滞
在
一
年
半
の
間

に
、
政
治
経
済
は
も
と
よ
り
、
哲
学
、
宗
教
、
社
会
、
風
俗
等
殆
ん
ど
人
生
百
般
に
わ
た
る
根
本
問
題
に
ぶ
つ
か
つ
た
。
そ
れ

は
日
本
お
よ
び
日
本
人
の
問
題
を
広
く
世
界
的
な
視
野
に
お
い
て
解
明
し
よ
う
と
す
る
前
向
き
の
努
力
で
あ
つ
た
と
同
時
に
、

学
生
時
代
か
ら
孤
独
な
人
間
と
し
て
一
貫
し
て
追
求
し
て
き
た
市
民
的
な
自
由
思
想
の
探
求
で
も
あ
つ
た
。
こ
の
青
年
と
し
て

の
世
界
観
、
人
生
観
は
一
応
明
治
三
十
九
年
、
四
十
年
前
半
の
断
片
小
論
に
よ
つ
て
か
た
ま
り
、
後
年
の
学
者
、
教
師
、
社
会

人
と
し
て
の
活
動
の
基
礎
を
つ
く
つ
た
と
思
わ
れ
る
。

　
そ
の
後
、
大
正
ニ
ー
三
年
の
第
二
次
留
学
の
際
、
こ
の
思
想
の
あ
ら
ま
し
を
　
O
す
宮
険
已
Φ
　
と
し
て
取
ま
と
め
よ
う
と
し
た

が
、
結
局
本
輯
所
載
の
ご
と
き
未
完
の
も
の
に
終
り
、
江
湖
に
問
う
機
会
な
き
ま
ま
現
在
に
及
ん
だ
の
で
あ
る
。

　
後
年
、
父
は
門
下
学
生
諸
子
か
ら
哲
学
、
宗
教
観
に
つ
い
て
の
質
問
に
答
え
て
、
自
分
は
学
問
上
の
哲
学
を
特
に
研
究
し
な

か
つ
た
が
、
若
い
時
に
学
ん
だ
英
国
流
の
経
験
論
が
基
礎
と
な
つ
て
い
る
と
云
い
、
ま
た
自
分
は
特
に
信
仰
を
持
た
ず
無
宗
教

だ
が
、
無
力
な
人
間
に
と
つ
て
は
宗
教
も
持
つ
た
方
が
い
い
と
云
つ
て
い
た
。
こ
の
何
気
な
い
言
葉
は
こ
れ
ら
の
エ
ッ
セ
イ
を

読
む
に
お
よ
ん
で
よ
う
や
く
理
解
で
き
た
。
し
か
し
、
そ
れ
は
僕
が
ま
だ
若
か
つ
た
二
十
数
年
前
の
こ
と
で
あ
り
、
こ
の
エ
ッ

セ
イ
の
書
か
れ
た
の
は
既
に
遠
く
な
つ
た
明
治
三
十
九
年
だ
か
ら
、
凡
そ
現
代
と
は
異
つ
た
感
覚
で
あ
る
。
た
だ
、
こ
の
文
章

を
読
ん
で
青
年
に
共
通
の
真
理
の
追
求
に
つ
い
て
現
代
の
青
年
は
ど
う
考
え
る
だ
ろ
う
か
。

　
本
輯
の
三
分
の
二
以
上
の
頁
数
を
占
め
る
欧
洲
留
学
中
の
日
記
は
ご
覧
の
よ
う
に
英
、
独
文
の
部
分
が
多
い
の
で
編
輯
に
あ

た
つ
て
そ
れ
ぞ
れ
の
意
見
に
も
と
つ
い
て
幾
つ
か
の
案
を
考
え
た
。
第
一
は
英
独
文
を
全
部
削
る
案
で
あ
る
が
、
そ
う
す
る
こ

と
は
日
記
と
し
て
の
本
体
を
全
く
害
つ
て
し
ま
う
の
で
何
等
か
の
形
で
組
入
れ
る
こ
と
と
し
た
。
第
二
は
翻
訳
し
て
掲
載
す
る

こ
と
で
あ
る
が
、
時
間
的
に
も
経
済
的
に
も
困
難
な
の
で
、
第
三
と
し
て
原
語
の
ま
ま
全
部
組
入
れ
る
案
に
落
着
し
た
。
読
者

に
は
若
干
不
便
で
は
あ
る
が
、
こ
れ
が
日
記
刊
行
上
最
も
適
当
で
あ
る
と
の
結
論
に
至
つ
た
か
ら
で
あ
る
。

本
巻
の
編
輯
に
あ
た
つ
て
も
編
輯
委
員
（
猪
谷
善
一
、
山
中
篤
太
郎
、
中
川
孫
一
、
小
田
橋
貞
寿
）
を
は
じ
め
多
く
の
人
々

の
好
意
あ
る
協
力
を
得
た
。
特
に
佐
倉
潤
吾
氏
に
は
英
、
独
文
の
校
閲
に
つ
い
て
貴
重
な
時
間
を
さ
い
て
い
た
だ
い
た
。
こ
れ
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ら
の
好
意
に
対
し
て
厚
く
謝
意
を
表
す
る
。
ま
た
、
前
回
分
に
対
し
て
は
新
聞
紙
そ
の
他
に
幾
つ
か
の
紹
介
が
行
わ
れ
る
と
と

も
に
、
先
輩
、
知
友
の
方
々
か
ら
幾
多
の
激
励
な
ら
び
に
批
評
の
言
葉
を
い
た
だ
い
た
。
こ
れ
ら
に
対
し
て
も
こ
の
機
会
を
通

じ
て
お
礼
申
し
あ
げ
る
次
第
で
あ
る
。
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